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講 演 ア プ ス トラ ク ト

函‐ 数  論

時■ 4月2日・イ三■__―/
所 ― 。 東 京 大 学 理 学 部  :

日 本 数 学 会

昭 和 49年 年 会

2日   9 . 0 0～ 1 2。0 0  普 通講演  1～ 1 3

1 3 . 3 0～ 1 5 . 1 5  普 通講演 14～ 1 9

15。30 ～  17.00   特 別講演

3日   9.00～ 11。30  普 通講演 20～ 30

1   lo,00～ 15.15  普 通話演 31～ 40

1   15.30～ 1■00  特 別講演



4 月

1.西 本勝之 (日大工) 1変 数の画数の fractional

orderの導歯数と積分について (つづき)

先に1変数の函数のfractional orderの導函数と積分に

ついて新しい定義をしたが,それを=部修正する.すな

わち

ん=ぷ=■(2)=→嘉翠∫gざ場トグζ

=写 ∫1)η
―。+⊃/(Z tt η)′η (1)〔ζ一z=η〕,

(ζキZ,一 π≦arg(ζ
―Z)≦ π,νキー″(π:p∝itive inte―

ger,「 :gamma function),

ん=ar7="(z)=■嘉半∫?ご場晃こ
=写 ∫∫
→η―。+1ソ(″十η)ごη (2)〔ζ―z=η〕,

井π=o/―π=兜筋,C=19,f}  (3'
とする.ただしノはanalytiC functionで,9,?はζ平
面上の積分曲線で既報の通 り。このとき定義 1(DeHva―

tine)。ん (ν>0)は fraCtiOnal order νの導函数である。定

義 2(Integral).ん(ν<0)は fraCtiOnal orderlν lの積分で

ある。すなわち,fraCtiOnal order一ν(ν>0)の 導函数が

fractional order νの積分である。一一先の報告において

は lν=0(ν >0)を 定義に付加したが, これを削除し,

(3)を付加する。

2.西 本勝之 (日大工) 多 変数の函数の fractional

orderの偏導歯数と積分について

多変数の函数のfractional order νの integralについて

は M.Rieszの 定義 ん(P)〓〃が∫Eπγ気「/(Q)グQが あり,

また G.Vo Wellandはん(″)=∫E"(ノ(′)′lχ
―′lπ
~″
)ご′を

使用しているが,筆 者は再び複素積分を用いて多変数の

函数の fractional orderの偏導函数と積分とを定義する。

すなわち

ん1'ツ2'・
・・'′2=ん1,72'・

・
1'ν2(21,22,・

・・IZπ)

=7ム ・
 プ

π ①

ただしノはanalytic functionで,ζたキz″,ツタキ‐響ヵ(″が

positive intege⇒,一π≦arg(ζた一Zた)≦π fOr cヵ=c,0≦arg

(ζた一Zヵ)≦2π for C=々9,C力 =〔9,91,か つ

/~πλ弓∫鶴′κ             (2)
とする(9,fについては1変数の函数の項を参照)。こ

のとき,定 義 1(Derivative)。んた(νヵ>0)は fractional

2  日

order νたの偏導函数である。定義2(Integral)・/yκ(νセ<0)

はfraCtiOnal orderlν|々の積分である.筆 者の定義によれ

ば, 1変数の函数および多変数の函数の導函数,積 分が

うまく統一 (形式的に)さ れる.

3.小 林 忠 (東工大理) あ る種の整函数について

73年秋の学会における小沢先生の講演に関連して,次

の結果を報告する。/(2)は種数が 9(≧1)の整函数で,

その零点がすべて角領域 {ZHarg ZI≦π≠(2σ+2)〕にのみ

分布しているならば δ(0,/)キ0で ある。ここで角領域

の角度π′(9+1)は beStである。さらに位数ス,下 位数

μとは ,≦μ≦'≦α+1を みたす。

4.都 築正信 (埼玉大教養) The ddCiencie8 0f

canonical product8 0f inite genus.

昨年の学会で発表した結果の
一部がさらに改良できる

ことを報告する。ル(ス)=inf δ(0,ノ)と おく。 ここに /

は有限 Orderス,genus,=[ス]を もつ CanOnical product

で負の実軸にのみ零点をもつもの全体にわたるとする。

このとき,次 のことが成 り立つ。(1)も し 1≦9≦ λ<

g+1で あれば, 力(1)≦1-1ノ(c+1).(2)特 に,も し

1≦g≦ ス<2で あれば,力(1)く0.48。
一一(1)の証明の

ためには Hellerstein―WillialnsOnぉよび Sheaの lemma

を使い,而 7→∞N(γ,0,ノ)ノ″(γ,ノ)≧1ノ(α+1)を 満たす

canonical productを構成する。 (2)の証明もほぼ同じで

ある。

5。 都築正信 (埼玉大教養)On the Value distribu‐

tion of entire functiOn8 0f Order less than one。

整関数 /(Z)に 対して有界でない複素数列 {″π〕鷹1が

あって, ノ(2)=″π(π=1,2,…)の 根が高々有限個を除

いてすべて二直線上にあるならば,/(Z)は高々2次の多

項式である。これは Edreiの定理としてよく知られてい

る。ここでは, このことと関連して,次 の定理が成り立

つことを報告する。定理.ノ(2)はOrderが1ょ り小さい

整関数とし,{ω "〕私1は有界でない複素数列とする。こ

のとき,0<ω <πノ2を 満たす ωがあって,ノ(2)=″π(π

=1,2,3,・・・)のすべての根が角領域4(ω)=〔Z:larg z一πl

<ω〕にあるならば,ノ(2)は
~次 式である。一一この証

明には,Bakerが 合成関数に関するある定理を証明する

際に用いた方法 (Acta Sci.Math.(1971))を適用する。

6。 武藤英男 (埼玉大教育)On the family of ana‐

lytic lnappings among ultrahyperelliptic surfaces.

G(Z),go)を Simple zeroのみ無限個もつ整函数とし,

R,Sを y2=c(2),“
2=go)で 定義されるu■rahyperellip‐



tic surfaceとする。9を Rか らSへ の解析写像,薇 ,ps

を (Z,y)→z,(",“)→ωなる射影として,あ(Z)=ps。9。

pR~1(z)とおくとλ(2)は整函数となる(小沢)。ここでは

つぎの定理を報告する:定 理.任 意な R,Sに 対して,

あ(Z)が多項式となる自明でない解析写像が存在すれば,

λ(2)が超越整函数となる解析写像は存在しない。

7.武 藤英男 (埼玉大教育) 有 理型函数の角領域に

おける値分布について

つぎの結果を報告する。/(2)を10Wer order μ(≧1)の

IZI<∞ での有理型函数でdencねnt value τをもつものと

する。ρを Z=0を 頂点として,そ の開きが 2π―(4ノμ)
。Sin-ly買可7覇 ぼより大きい角領域とする。/(2)=τの

2内 の根が有限個であるとすれば, τとことなる高々一

つの αを除いて /(z)=α の '内 の根は無限個ある。

lower order μが 1ノ2<μ <1の ときについても同様な結

果が得られる。

8.新 濃清志 (横浜国大工) 代 数型面間の解析写像

について

Rπ[Sれ]を P(Rπ)=2π [P(S紛 =2π]であるregularly

branchedな π[″]葉 代数型面とする。(ここで P(R2),

P(Sπ)はそれぞれ Rπ,Sπのピカール定数である。)本 講

演で,馬 らから場 への解析写像が存在するための必要か

つ十分条件を与え, さ らに Rπから陽 への解析写像の

prOieCtiOnの集合の構成について述べる。

9。 新濃清志 (横浜国大工)整 函数と有理型函数と

の合成函数の growthに ついて

Gross―Yang(Archo Math。23(1972),278-284)はっぎの

問題を問うている:/J(Z)は有理型函数,gJ(z)は 整函数

でT(″,/1)=ο(T(″,/2)),T(4 gl)=ο(T(″,g2))(″→∞)

をみたしているならば, T(グ,/1。gl)=ο(T(″,/2。g2))

0→ ∞)で あるか ?本 講演で,上 の命題は必ずしも成立

しないことを報告する。つぎに,ル (2),3(2)が 整函数

のとき, limァ→∞log″ (ら/1。gl)ノ10g″(″,/20g2)に 関

するの諸結果について報告する。

‐10。木村 茂 (宇都宮大)On prime entire func‐

tions。

次の定理が成 り立つ.定 理.F(2)は整函数でOrder ρF

>1ノ2,lower order μF<+∞ .任 意の正数 δについて

larg Z一πl<δの外部に F(z)のZerosは高々有限個しか

ないとし,さ らにSimple zerosが存在するとき,F(2)は

primeである。一―これはつぎのBakerの定理の拡張で

ある:F(Z)は ρF<十 ∞ の整函数で larg Z―πl<δ の

外部にF(2)の Zerosが高々有限しかないものはpreudO―

primeでぁる.ま た,つ ぎの OZawa■Kimuraの定理の拡

張でもある:F(2)は 1ノ2<ρF<+∞ の整函数で F(2)の

ZerOSは全部負とし,零 点の分布にπ(″)～ルρ(ρ=ρF,λ

>0)の 仮定をつけて,さ らに2つの添数ノ,たについて,

零点α′,αたの重複度夕′,夕ヵに対して (夕′,ル)=1の と

き,F(Z)は primeでぁる。

11.小沢 満 (東工大理) Factorization of entire

functions:

有理型函数 F(z)を合成によってノ(g(2))と表わした

とき,ノ が有理一次式であるかgが一次多項式であると

きF(2)は primeでぁるという。ここでは F.Grossによ

って提出されたつぎの問題に肯定的な解を与える。周期

的な整函数で primeであるものが存在するか ?一一例

πユ←一っゴゥ戸)i←一万妾チァ);
の(π)=exp(%-1(″)),θl(π)=exp π.

証明は相当に困難である。

12.小 沢 満 (東工大理)On certain criteria for

the left―pri】meness Of entire functions。

F(2)=/(g(2))の とき ノが linearになれば,F(2)は

た■―primeという。整函数 F(2)が整函数 /,gの 合成で

le■―primeになるための十分条件を二つ与える。定理 1.

Fの 位数有限,任 意の αに対 してF(2)=α の重根は有

限個,F′=0の 根は無限個ならば, Fは left―p五meで

ある。定理 2.任 意の αに対して F(2)=α の重根は有

限個,N(″ ,0,F′)≧ルπ(γ,F),ル>0な らば,Fは le■―

p H m eで あ る 。
一 一

応 用 例 。 ι3 ( Z ) + Z , a ( 2 ) + Z (θ π ( 2 ) =

exp(οη-1(2)),′1(2)=eXp Z)はprimeでぁる。の(2)+Z

は F.Grossによって primeであることが示されている。

ここでの方法とは全く異なる方法である。この他にも応

用例があることを報告する。

13.戸 田暢茂 (名大教養)Nevanlinnaの 除外一次

結合について

/=(/o,¨、九)(π≧2)を IZI<∞ でのtranscendentalな

関数系,Xを 一般位置にある/o,…,九 の定数係数の一

次結合の集合としたとき,定 理 1.X∋ ご二 F.,…,島+1

such that i){屁〕:」l内の任意のπ-1個は一次独立;ii)

δ(F)十Σ:」lδ(屁)>π+1⇒ イ)F=α FJO(αキ0,定数;

1≦巧o≦″+1);口 )Σ F∈χδ(F)≦"+2.― ― これは,

小沢(Ko MoS.R。23(1971),486-492)一野口 (48年秋の学

会)の 予想を肯定的に含む。この方法を応用すると,π

=4の とき,定 理 2.X∋ コFl,F2,…,F6,Gl,G2,G3SuCh

that Σ:=p(■)+δ(G′)>5(ノ=1,2,3)→/0,…,/4の間
の一次関係の個数は3。

14.藪 田公三 (東北大理)等 角写像列に関するCara‐

th6odoryの定理についての一注意

Dを 複素平面上の領域として,通常のようにharmonic



maiOrantで ″くD),‖ ‖=2(D)を定義する。ここでは次

のことを示したし`まD′を狭い意味で単調に減少する有

界単連結領域の列とし, Dを 一つの kemelと する。つ

の中の一点を固定し,そ れに関して〃くD′)の normを

定める。さらに工/Jを単位円びからD,D′ への正規化

された等角写像とする。このとき次の二つが成立する。

すべての 0>夕 >OOに 対して,1)‖カー/‖'p(め→ 0

(ノ→∞),2)‖ ノ
‐1′―/~1‖〃pω)→0(プ →∞)・‐

―上の

命題は Carath6odoryの定理において領域列が上の条件

を満すとき,境 界値も″Pノ ルムで収束することを示し

ている。                 '

15。小林昇治 (東工大理),吹 田信之 (東工大理)

Fl極 値について

領域 ρにおける指数夕のハーディ族をイズρ)とかく。

イズρ)のなかで ‖/‖′≦1,ノ(の=0,′∈ρをみたす族を

夕,とするとき,a =́supルら|ノ
′(めlとおく∈亀(p)は

有界函数族,αlは Ahlfors∞nstant).αらは夕について

減少である。Rudinは αl豊α∞が起る場合をしらべ,連

結度が 2の場合までこのことが起り得ることをのべてい

る。一―ここでは,一 般な (有限)複 連結領域について

αl=α∞が起る簡単な例を示す.

16.小 林昇治:(東工大理) =2極 値について

ρを平面領域とし,αPを=ズ ρ)内のSChWarz's lemma

の極値とする。αpを (0,∞]上 の夕の函数とみたとき

の性質について述べる:αpは左側連続;あ る,1,ク2,0

<夕1<夕2<∞ ,が存在してαρl=αp2となれば,αpl=α∞・

とくに 'め 境界が有限個の解析閉曲線から成れば, αρ

は連続;あ る夕1,'2,0<夕 1<,2<∞ ;が存在してαpl=

作 ヽ 雛 117(∬ 啓 ∫ 嚢 I=.Ψ 趾 繁 ゝ
、写

結果が最良であることを示す例を挙げ検討する。また,

を動かしたときの極値函数の動向についてもふれる。

17.斎藤二郎 (芝浦工大)On 30me COmpletenesttes

of the Bergi五n kernel and the Rudin keinel.‐

L2(C)を有限五〇rm:(∫∫ιlノ(z)|'みの)1/?<“,を も

つ領域 G上 の正則函数のつくる Hilbett spaceとし,E

を Gの 内点に集積点をもつ Gの 任意の部分集合とすれ

ば,L(C)に 対するBergman kemelの集合〔K(Z,をi)I Zl

∈E〕は L21G)にぉいてcompleteであることが知られ

ている」本講では平面上の regular region Gに対して

〔k(Z,″ 1)IZl∈ E}が 有 限 nOrm:(∫ 。σl/(2)12ぁ )1/2<。 O,

をもつ G上 の正則函数のつくるHilbert sbaceでも,∞辞

phteに なることが示される。本講演の目的はこの型の

問題を統一的に論じることである: より
二般にC6mpact

bordered Riemann面上の F―classに対するBeighan ker―

nelについて考え, L2(∂G)に 同値な normと して共役

Rudin kemelに関係する normで 考え,∞ mplete性の問

題をある函数方程式の解の存在の問題に転化し,そ れを

境界に沿って pOSitiVeなanalytic diferentialの零点とあ

る matrixの正則性の関係を用いて解く。 さらに Rudin

kemelの いくつかの基本的な性質とともに,い ろいろな

cOmplete性の問題についても統
一的に論じられる。

18。吉日英信 (千葉大工)  正 則関数の angular

rangesと ρ‐pOints列について

ノ(2)を単位円 D内 で正則とせよ・Z(ζ)を ζ∈C(単

位円周)を 頂点にもつ St01z angle,R′(c)(/)を ∠(ζ)に

おける /(Z)の range set,ζ∈Cで の ノ(2)の angular

range И(工ζ)を ′(スζ)=∩ ′〈ζ)R′(`)(/)とする.ま た,

ノ(z)の 「pointS列の定義については, 例 えば Gauthier

(Nagoya Math.J.32(1968))の p.279を参照せよ。ここ

では,次 の 2種 類の関数の例を報告する。A。(maximum

modЧlusと anguhr rttgesの関係)D内 の正則な関数で,

その maximum modulusは 任意にきめられただけゆっく

,りと∞ にむかうが,各点 ζ∈Cに 対 してИ(工ζ)=7(ω
一

平面)なるものが存在する。B。(球面微係数とρ
―points列

め関係)D内 の正則な関数で, (1-IZ DI/′ (Z)|′(1+

1/(z)12)は 任意にきめられただけゆっくりと
∞ にむか

うが,各 点 ζ∈Cに 対 して ζに終るすべての Ch6rdは

ノ(z)の ρ
―pointsの列を含むものが存在する。

一一 これら

|ま:



十分条件は ″レ2(E)=∞ (または0)が 成り立つこと  で ある.

斉ノ内義― (京工繊大工芸) 開 リーマン面上の乗法

関数と加法関数

開リーマン面 R上 のdiViSor δ(一般には無限,た だ

し, その Carrierは内部に集積しない)に 対し(ノ)=δ

なる有理型関数 /, も っと一般に与えられ周期をもち

(J")=δ である有理型微分′ωの存在は既知である〔2〕,

〔5〕。従ってその積分から加法 (あるいは乗法)関数が導

かれる.閉 リーマン面の場合はそれらはいくつかの基本

的な微分 (あるいはその積分)を 用いてあらわされてい

る〔9〕。 その類似を開リーマン面の場合に存在の一意性

を含めて論ずる。

{ρπ}π=1,2,…:Rの 一つのCanonical exhaustion;{ん,

3ε〕を=1,2,…,″(″):ρπの Canonical homology basis(mod

∂ρπ).ごり,,′し ,αrr,c(j,π=1,2,… ):semiexactで特

異点の近傍の外部で nOrm有 限,ス 周期により正規化さ

れた第 1～第3種微分 (存在については〔4〕,〔6〕,〔8〕).

∂ρπ=u催 lγ′(γ″|まρπの境界成分),γ″を含む ring

dOmainを つπ̀(Dπじ∩Dπ′=φ,′キノ),Dπ=∪ 催lD″
J(Dπ

∩Dπ=φ,π≠π)と おき ν″='πづの modulusと する。

Rが inL mint νπ̀>0を みたすとき,つ ぎの諸結果が

得られる〔7〕.                ‐

1)正 規化された微分 グωり,ごろπ,ご″p,9は一意的に

存在する。また,,それらの間には閉リーマン面上の場合

と同様な関係式, たとえばルどπp,9=2π′∫νωた,π鳥ヂ
=Is,ι(′)=π3,ι(のとするときπν〒πケ島‐などが成り
立つ。
2)ω ′(ノ=1,2)が ‖ω′‖uη"<+∞ かつ∫γtt ω′〒0で

あるとき∫ЭΩπ(∫ωl)ω2→0(π→∞),力Ωηπ乱′ωl⇒0(π

→∞)で ある。後者の収束は 夕を R上 で固定 したとき

( R o 一 { 夕} ) × ( R o ― { 9 } ) 一 〔( S , のI S = ′ } 上 ( S , の に 関 し て

は広義一様である。ここに Ro=R― 〔4を,島〕づ=1,2,・….

3)δ のCarrierはR一 ∪Dπに含まれ,そ の ρηへの

制限をδη=π
ιαじノπιわぅとしdeg δπ=0と するとき (1)

(π)=δ (2)‖ごlog協‖uD"<+∞  (3)∫γπtご10g π
=0(4)ん に対する multiplicatorがexp 2π′χ̀(χを1

compbx)を みたす乗法関数 π(夕)が 存在するための必

充条件は

ルL(S)=Σお=lπ蹴,ひπ+2πΣ`=lχ′∫〕伽′
がRO丁∪′γ′上広義‐様に収束し‖α″‖uDπ<十∞で

あること,た だしγ′は Singular chOinで∂γ′〒わ′下彎,

″=lim2→」焼,′は固定した′点.こ の場合乗法関数は定

数を除いて一意的に exp″ であらわされる。

特に有理型関数にっいては,(1)(/)=δ ,(2)‖ グ

10g/‖oDπ<+∞ ,(3)∫γ″グ10g/=0を みたす関数
の存在条件は 島 =Σ 傷=lπ税 ,bπ+2π′Σ多=lπ′ガ勿 ′の

Ro― ∪γ′上での広義一様収束性の他に lim"→∞(∫cO)Jω`

+Σ多=lπじτ̀′)=Z`(′=1,2・・・)が成り立つことである。

ここに,ηt,″じは整数でθ(π)=U;=lγ′,τじ′=∫′′ごωり。

このとき求める関数は定数を除いて一意的に limπ→∞exp

Fπとかける(genuS,divisorが有限のときはAbelの定理).

4)δ =δ7δ″,δ′,δ″の'πへの制限をδπ
′=π:α夕δ
″=

ππけ
をとするとき (1)1/yの mu■ipb,(2)αじにおけ

うShguhr part Σた.αじλ′Zた,(3)‖″‖uD鳥<十∞,(4)

∫γ2づ̀ゲ=0,∫И′″ =ε′をみたす加法関数/の存在←⇒

五η=澪 :=lΣ%色lαじたy静 十Σ)=1のだわ ′が Ro丁 U〔の}

で広義一様収束して ‖″Ⅶ <+∞ なること, ここで

y111ヒ=∫:ご]Lをκ,4=lⅢ 2→"五π。し?場 合本める関数は

定数を除いてスのみである。

5)″ (1′δ
′
)=〔ノ14)の (1),(3),(4)(ただし(の=0

として)を みたす関数},″ (1ノδ)={g∈ ″(1ノδ̀)lgはδ
″

の平ultiple}, 7(1′δl)=解物|グωヤま1′δIの multiple,

∫γπづ′″=0, ‖グ"‖u Dπ<+∞ 〕,7(δ)={ごω∈7(1ノδ
″
)|

″"は δ′のmultiple}とし/∈″(1ノδイ),ごω∈7(1ノδ′′)

に対して <スグω>〒 limπ→∞Σὰ∈ρπ ttSαうル肋とおく。

MKl≠δ
′
)={/∈ ″(1ノδ

′
)|<スグ">が 収束, V如 ∈7

(1′δ″)},70(1ノδ″)=〔J"∈7(1ノδ″)|<スαω>力 収`束ち

y/∈ル(1ノy)〕,M(1ノδ)=M(1/δ)∩銘 (1≠y),70(δ)=
7(δ)∩7o(1ノδ″)とするとき″Klノδ

′
),70(1/δ″)は一

般には無限次元で

dm 7o(1ノδ″)ノ‰(δ)=dm 2(1/δ′)ノ妬(Vδ)
が成 り立つ (genuS,divisorがともに有限のときは Rie―

mann―R∝hの 定理).

以上の諸結果は Canclnicalな微分 〔3〕を使用すれば R

に制限を加えなくても成立させることが出来るが (閉リ

ーマン面上での real normOliZationに対応するもの),求

める関数への条件は強 くなる。
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20。中井三留 (名大理)A test for Picard principle.

0<IZI≦ 1上 の dens■y(非 負局所 Hёlder連続函数)

P(2)の Z=0に おけるelliptic diFnenSion,記号dim P,と

は方程式∠″=」%の ρ:0<IZI<1上 の非負解でIZI=1

上零境界値をもつもの全体の作る半線型空間の次元のこ

ととする。特に dim P=1と なるとき BOulganに 従っ

て Pに 対してPiCard principbが成り立つという。この

ための次の実用的と思える判定条件 (十分条件)を 報告

する:(1)∫ρ―EP(2)10g l Z「
l dXdり<∞ (Z=″+ウ)。こ

こに除外集合 Eは ρの閉集合で '一Eは 連結かつ Z=

0が '一Eの 調和非正則点とする。すなわち,うまくE

をとって(1)が成り立てば dim P=1と なる。条件(1)は

しかし必要性からは程遠い。この判定条件の系としてP

∈ιp(ρ一E)(1<夕 ≦∞;Eは 同上)な らば dim P=1

となる.こ の機会に elliptic dimensionに関して重要な

次の未解決問題を宣伝したい:問 題 1.定 数ε≧1に対

してdim CP=dim Pと なるか;2.二 個のdensities Pと

0に 対しP≦ Oの ときdimP≦ dim Oと なるか;3.P

→dim Pの 値域はどの位大きいか ?

21.長 坂行雄 (北大理) regularな COmpact化の一

つの性質

Rを GreeA函数 G(Z,Zo)を もつ Riemann面 とする。

R*を Rの metrizable regularなCOmpact化で harmonic

boundary「 の各点はすべて正則点とする。2oから発す

るGreen曲線 ′の R*に おけるend partをι(のであら

わす。このとき次のことがわかる:定 理.ほ とんどすべ

てのGreen line′について′(′)∩「はただ 1点からなる。

一一証明は ao eo Jについてι(′)∩「キφ を示し (これ

は一般の距離化可能な可解な∞mpact化について成り立

181-194.

t6] Sainouchi, Y. : On the analytic semiexact differen-

tials on open Riemann surface. Ibid. 2(1963), 277-293-

17) Sainouchi, Y.: On the meromorphic differentials

with an infinite number of polar singularities on open Rie-

mann surfaces. (to appear)

t8l Virtanen, K.: Uber eine Integraldarstellung von

quadratisch integrierbaren analytischen Differentialen.

Ann. Acad. Sci. Fenn. Ser A.I.(1950).

tgl Weyl H.: Die Idee der Riemannschen Fldche-

Teubner(1955).
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つ)前 田先生と田中先生の結果を使う。

22.倉 持善治郎 (北大理)境 界点の近傍における正

則函数の存在について

Gを parabolicなRiemann面 の endと し,夕 を Martin

point,び(ク)を夕の近傍とするとき,び (夕)∈OttBである

例は Po Jo Myrbergの考えで作れるが,こ の例では分岐

点のどんな小さな近傍 α に対して び(夕)一G′∈0′Bは

不明である。ここではそうでない例を示す.Fが 十分小

な集合ならば び(夕)一F∈ OИDFで ある例, また夕の近

傍に角領域のようなもの Z(p)を定義して び(夕)∩∠(夕)

一F∈ 0′BDFで ある例。またGを positive boundaryの面

のend,夕をMartin pointとすると,び (夕)一F∈ OttBDF

は夕が通常点の場合でも起きる例について述べる。ここ

で五BDFは analytiC,有界,D積 分有界,有 限葉被覆を

示す。これらの事実は夕の近傍にある種の集合が分布し

ていることによることを示す。

23.柴  雅 和 (京大理) 理 想境界における双対性定

理としての Riemann―Rochの 定理

開Riernann面でのRttmann―Rochの定理はすでに秀れ

た結果が幾つか得られているが,楠 ・水本
・吉田諸先生

の延長上にありかつ閉面の結果をより自然に含むものを

ここで与える。その際視点を少しく新しくすることによ

って,定 理の表現自体に変化がもたらされると同時に,

いくつかの一般化がえられる。結果を
一言にしていえば,

開 Riermnn面 の理想境界における函数と微分の双対性

定理として Riclnann―Rochの定理は捉えられるというこ

と.定 理の叙述と証明には,以 前に導入された挙動空間

と,そ れを用しヽて新しく定義される
一般化された因子お

よびその倍元の概念,さ らに理想境界 (の部分集合)で



のある種の留数などが本質的な役害Jを果たす。これまで

要求されてきた諸条件一―微分のDirにhbt積 分有限性,

半完全性,因 子の有限性,孤 立特異点への制限など――

についても少しふれる。

24.飢 持信幸 (広島大理),水 田義弘 (広島大理)

Regular functional spaceに おける凸関数 0と ′0

のポテンシャル論的性質について(I)

最近 Bo Ca市ert(B011ettino UoM.I.(4)5(1972))によっ

て,Sobobv空 間上の非線型mOnOtone作 用素のポテンシ

ャル論的性質の研究がなされた。しかし彼の議論には,

ポテンシャルの概念はない。 ここでは, CalVertの議論

はもっと一般な reguhr functional space X(⊂L≒οc(X:

ξ))(ξはX上 の measure)上 でもできることを注意する。

また,ポ テンシャルの概念を導入するとともに,X上 の

凸関数οのgateauxの意味での導関数 70:X→ X*(X*

はXの dual空間)の ポテンシャル論的性質について述

べる。 と ころで,υ∈Xが ポテンシャルであるとは,あ

るmeasure μが存在して <′0(υ),ω>=∫ 脚aμ (アω∈

C∩ X)と なるときをいう。0に 関してmOdulus contrac―

tiOnがXに 作用するとき,す なわち次の (a),(D力 満`た

されるとき,(a)υ +∈X(アυ∈X),(b)<7ο (υ+ω
+)

一′。(υ),"―>≦ 0(アυ,"∈ X),こ れから導かれるポテ

ンシャルに関する性質を二三あげる。

25。叡持信幸 (広島大理),水 田義弘 (広島大理)

Regular functional spaceに おける凸関数 οと ′0

のポテンシャル論的性質について(I)

前講演に続き, 70に 関するいくつかの性質の同値性

をみるために, 次 のような作用素 4:D(■ )⊂二
2∩x→

L2を 考える:π ∈D(■),ノ =4“ ぐ⇒%∈ L2∩X,ノ ∈

ι2,<′ 0(π),">=∫ χ/鍬鷲(ア″∈二2∩x)。 このとき,
7λ>oに 対し Rλ=(r+14)-1が 存在する。さらに,0

についてのいくつかの条件の下に次の性質は同値であ

る:(i)0に 関して mOdulus∞ ntractionがXに 作用

する。(11)アπ,υ∈D(4)に 対し%∧υ∈Xか つ <70

(″/υ),″>≧ ∫min(4″,4υ)"dξ(アω∈L2∩xwithω ≧0)。

(ili)π,υ∈D(4)の とき,あ る/∈二2に対し4“≧ニ

4υ≧/,ル (4ター/)(“一υ)+Jξ=0な らば %≦ υ。(iv)
yλ>0に 対し,Rλ は P上 で保順序である。

26.渡 辺ヒサ子 (お茶の水女子大理) 局 所コンパク

ト空間上の連続関数からなる latticeと Dirichlet問題

について

Xは lot‐ally∞mpact Hausdorr space,Bを C(X)の

linear subpaceとする。3に 関するXの Choquet境 界

を∂B(X)と して,∂B(χ)=「 上の連続関数がBの 関数

として拡張されることとBが latticeでぁることとの関係

を調べる。Xが ∞mpactの場合には,Bauerの 定理があ

るがこの定理を次の形に拡張する。ただし夏計={ノ ∈

C(X)3=g∈ B+,1/1≦ g},〃 b+(「)={/∈ C(F)3ご g

∈B+31ノ |≦gl「}と おく。定理.Xは 局所コンパク

ト,ハウスドルフ空間とし,Bは C(X)の adapted space

で, linearly separating,IB+でclosedとする。このと

き,3が latticeでぁることと夏r(「 )の どの関数もB

の関数として拡張されることは同値である。

27.伊 藤正之 (名大理)On the unicity of the di宙‐

sible conveЖ cone.

昨春の年会の際, Hunt核 を与えたとき, そ れに付

随して定まる Hunt核 および 0か ら成るある種の凸錐

(Rieszの凸錐)を 定義した。簡単のために合成核の場合

にその定義を再記する。局所コンパクトアーベル群X上

の Hunt合 成核 r崎を与える。X上 の合成核から成り,

0を頂点とする凸錐 CP(M)が 」Mに 関する diViSible

∞nvex∞ne(または Rieszの凸錐)で あるとは,次の(i),

(ii)が満たされるときである:(i)CR(M)一 {0〕はHunt

合成核から成る。(ii)の (ハお)∋島 ,G(」蝸)一(0〕∋アⅣ

に対して,Ⅳ
′∈G(」M)一 〔0}が 存在して, Ⅳ*Ⅳ

′=М

となる。ここで,X=Rπ (π≧3),NO=G:Rη 上のNew―

tOn核 としたとき,Dirichlet合成核 (対称な Hunt核 )か

ら成る diVLible"nVex∞neはただ 1つでその端点全体

は {0〕U〔ε}U{G′}o≦f<+∞であることを議論する。ただ

し, εは Dirac測度,{Gr〕o≦K+∞ は Newton tt Gに関

するレゾルベントである。 また,同 種の議論は Newton

核の代りに Riesz核としても成立することも述べる。

28.小 川枝郎 (神戸大工),村 沢忠司 (京府大家政)

調和空間における再生核の存在について

Bを 滑らかな境界をもつ平面領域とし,И:(0を 微分

方程式 ∠9-P9=0の 解 9で Dirichhtノルム:D[ψ]=

∫∫B[(∂9ノ∂→
2+(∂
9ノむ)2+P92]αχdνが有限なものの全体

とする。ここで Pは 実数変数″,ノの正の解析関数とす

る.S.Bergmanは Dirichlet積分:D[9,ψ]=∫ル[(∂9ノみ)

(∂ψノみ)+(∂ 9/ay)(∂ψ′ay)+P夕 ψ]ακdνを内積とする

Hilbert空間 И2(0に 再生核が存在することを証明し,

Green関数およびNeumnn関 数との関係等を明らかにし

た。公理論的調和関数論の立場からみれば,Bは sheaf:

び→И2(び)に 関する一の調和空間とみなすことができ

る。ただしびは B内 の任意の開集合とする。この講演

の目的は H`Bauerの 意味における調和空間に再生核の

存在することを示すことにある。

29。前田文之 (広島大理) 自 己共役調和空間におけ

るgradient測度の概念について       ｀

9を 可算基をもつBrelotの調和空間とする。ρの領域



で,正のポテンシャルをもつものの全体を Pと する。各

ω∈Pに おいて, 1点 台ポティシャルの propOrtionaltty

を仮定する。各ω∈Pに 対しその上の対称な GЮ甲 函

数 Gω(″,y)が とれて,ω
′
⊆9,メ∈ω

′
ならばIGお(0,ノ)

一Gω′(e,ノ)は ノで調和であるように出来るとき,ρ は

自己共役であると定義する。局所的に非負有界優調和函

数の差で表わせる'上 の函数の全体を 3と する.各 /

∈Bに 対し,上 のような (Gω(χ,y)〕ω∈Pに よってρ上

のsigned measure qノが定まる。 1∈ Bで ,相 対コンパ

クトな ωこPに 対し∫ωGω(0,ノ)′lσ・|(ノ)は 連続とい

う仮定の下で,ノ ∈Bな らば δノ=(1′2){2/Jノ
ーσノ2~

ノ2σl〕は非負な測度になることが証明出来る。 これを/

の gradient測度と呼び,BOrel集 合■に対し,δ√(4)を

/の A上 の Dirthbt積 分と定義する。さらに,functior

nal∞ mphtiQnに よりδノの定義を拡張することが出米

る。

30。前田文之 (広島大理) 自 己共役調和空間におけ

る ED― 空間とその部分空間について

ρを前講演の意味の自己共役調和空間とし,δノをノ∈

Bの gradient演I度とする。′%={%⊆ ′
′(2);|″ ‖

2D≡

δ“(2)<+∞ 〕は ‖・‖Dを ノルムにもつ前ヒルがルト空

間になるが,完 備かどうか不明である。しかしその部分

空間 ′Ъ′={π∈′ (ρ);‖ %‖
2D′≡δ“(ρ)+∫ρ“

2ぁ1-<

十∞},t//E=〔%∈Zイ(ρ);‖%‖
2E=δ“(ρ)+∫ρ%2α lσll<

十∞}は それぞれ |・‖D′,‖・‖Fを ノルムにもつヒノレベ

ルト空間である。また2に おいて正のポテンシャルが存

在し∫ρGρ(0,y)ごlσll(y)が有界ならば,′ D′,多′Eは

ともにベクトル束をなす。この場合もノ′Dは
一般にベク

トル束をなすかどうかは未解決である。ただし,σl≧ 0

(1が 優調和)な らば ZЪ =′ D′であるので,′ Dは ベ

クトル東かつヒルベルト空間である.

31.山 口博史 (滋賀大教育) 口 ′ヽン定数の動きにつ

い1『

Soを π一平面上に被覆した 1変数の開リーマン面とし,

その代数分枝′点を {の〕鼻1とする.Pc(キὰ)をSo上の1

点として固定する。今,分 枝点達 {αづ}み1が複素変数Z

dZI<ρ )と ともにスにぶっつかることなく解析的に動

いたとしよう:Z―  {元(Z)〕暴1, イ旦し元(0)=αじ.そ う

すれば,各 Zに 対して新らしいリーマン面 Szが対応す

ることになる。Poに関しての Szの境界のロバン定数を

ス(2)と書くと, これは GZI<ρ )で の実数値函数を定

義するが次の性質を有する:λ(2)はGZI<ρ )での優調

和函数である。この命題は2複素変数整函数の定数面の

ある一様性をみるのに,有 意味である。      1

32.渡辺 力 (金沢大教養)Ro A.Kramerの 定理

の値分布論的証明について         :

R.A.Kramerは entire surface Aがalgebraicになる

ための必要十分条件として次のことを示していう・4が

代数的←⇒適当な γ∈島
+に対し4∩∠ァが∞mpa摯・こ

こで Rが ={(γl,・・・,物)∈Rη;均>0),Zγ ={(Zl,・
・・,Zπ)

∈Cπ;1211≠″1=IZ21′/2=…=IZπlノれ}。十分条件の証明

は大変複雑である.本講演では, この定理に値分布論的

証明を与えることを目的とする.次 の定理が基本的であ

る。定理.ス が代数的←⇒lim sup7→∞N√(の′bg γ<∞ ,

ここでAけ(の=∫:πノ(S ) S ~ 1お,πノ(S ) =ωπ
-1 ~ 1∫ヵ∈Pπ_1 %ノ

(S:ル)あπ-1(Jωπ-1はπ
-1次 元射影空間の体積要素)上

記定理はWoSt011等の結果を使って証明される。Kramer

の定理の十分性は上の定理とRonkin:On analogy Of the

canOnical prOduct for e,tire functions of Several complex

variables,Trudy MoSkOw Math.毬ё TOm 18(1968)の あ

る結果とから直ちに得られる。必要性は次の Lemmaで

ょい。Lemma:π 次同次多項式 鳥ズZ)に対 し
ヨ″∈Rπ+,

′π(Z)キO ifZ∈Zァ
ー〔0}.

33.阪 井 章 (阪大教養) Zl,・
・・,Zれ,fl,…,九によつ

て生成される関数環について

Kを σηのコムパクト集合とし, X上 で定義された

C∞級関数 gl:…
。,g"の 多項式の K上 での

一様極限全体

を [gl,・・・,g″ K]で 表わす。HOrmander―Wermerは カ

が K上 で (ある意味で)″ ′に近いとき,[Zl,・
・・,Zπ,/1,

・・・,九 ;κ]=C(κ )が 成 りたつことを証明した。また K

が多項式凸で,/1,… ,九 が Kで 正則なら,[Zl,… ,れ ;

K]=[Zl,… ・,Zπ,/1,一,九;K]が 成 り立つ。ここではこ

れらの中間の場合,す なわち K上 で Zl,・
・・,Zグ(0≦ γ≦

駕[菖撃II:な軍策父鷹だ返し‰巡
'.t鶏

ときには,Kに ついてある種の凸性条件が必要である。

34.福 嶋幸生 (九大理) 正 則写像の接続について

yを Stein多様体および有限個の複素射影空間との直

積多様体とし,(p,9)を y上 の被拡領域とする。Xを

次の各々の条件の中のいずれか
一つの空間とする:(1)

複素 Lie群,(ii)複 素多様体でその普遍被覆多様体は

非正な正則断面曲率をもつような完備なエル ミ
ート計量

を備えている。 (iii)a taut Space,(iv)解析空間の

hyperbolcかつ強 Levi擬凸な部分空FHD。このとき,ρ か

ら Xの 中への正則写像は必ず ρの正則被まで拡張でき

る。証明にヤま, Adachi―Suzuki一Yoshida(Pacinc Jo Math.

4 7 ( 1 9 7 3 ) ) , F u j i t a ( J , M a t h・K y o t o  U n i v。4 ( 1 9 6 5 ) ) , K a j l―

wara一Kazama(Mem.Fac.Sci.Kyushu Univ。 25(1971))。

Kwack(Bull.Amero NIIath.Soc。 97(1973))と Shiffman



猟 二
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A / I R

(Math.Ann。194(1971))の方法を併用する。

35。渡辺 清 (九大理) あ る無限次元空間上の被拡

領域の有理型函数族の接続について     ・  :

Ⅳ■{1,2,…〕の各元ηに対して,れ を複素平面,X
=ππ∈2v:れを直積空間,(2,9)を X上 の被拡領域,多

=〔力}′∈rを ρ上の有理型函数族とする。2の 夕 に関

する有理型被を (為,0,ルJ)とするとき,あ るⅣ の有限

部分集合″ とπ"∈″:乙上の正則領域′が存在して,ρJ

は ∠×ππ∈Ⅳ_HLと 同型になる。証明は,HirSChOWitz,

陥 tos,Kaiiwara等の方法を併用してなされる。 これよ

り有限次元の場合のいくつかの結果が無限次元の場合に

も拡張可能である。

36.渡 辺 清 (九大理) 消 滅するコホモロジー群を

もつ2次元複素射影空間内の領域について

つを2次元複素射影空間内の真部分領域とする。Lを

可換な複素 Lie群とし,ツ2を Lに 値をもつ正則写像の

芽の層とする。このとき〃1(D,班ι)=0な らば,Dは Stein

多様体である。 これは最近のKajiWara―Kazamaの 結果

ioe.2次元 Stein多様体の領域 ρが,あ る複素 Lie群 ニ

に対して,″ 1(ρ,ツz)=0を みたせば,pは Stein多様

体であるの一つの拡張である。証明の方法は, うまいコ

サイクルを作り,Kajiwara,Fujita―Takeuchi,Kieselmann

の方法を用いてなされる。さらに, この型の定理のいく

つかの拡張が可能である.

37.風 間英明 (九大理)Weakly l― cOmplete mani‐

f01dに於ける近似定理と中野の消滅定理への応用

‐π次元複素多様体 Xは , X上 の実数値 C∞級函数 7

に関して, Weakly lく ompbteと する。すなわち,(1)

∂∂7≧ 0 0n x(2)〔 7<ε }⊂X(ε∈R)が 成り立つも

のとする。さらにX上 に中野の意味でpOSitiveなvectOr

bundb Eが 存在するものとする|こ のとき定理 1, 2を

明らかにする。定理 1.任 意のε∈2に 対して,制 限写

像 r(ェ ρη(E))_→ 「(Xc,ρη(E))は ∞mpact set上一

様収束の位相に関して,dense imageを もつ。但しXc=

{7<θ }。T二 定理 1を中野の消滅定理 [1]に応用して次

を得る。定理 2.〃 1(x ρπ(E))=0。 ただしEが line

bundleのときは中野 [2]に定理2の別証がある。Nakano

[1]Number theory,∞ mm.al.and alo geomo in honOr of

Prof.Yo Akizuki,Kinokuniy。(1973)`[2]Pr∝ .・Intnl.

Conf.o,manif・and related topics,TokyO(1973)。

38。瀧島都夫(東教育大理),鈴 木哲太郎(東教育大理)
On the trivial extension Of equivalence relations

on analytic spaces.      i

Xを (reduced)解析空間, 4を Xの 到る所疎な解析

的集合とし,Rを 4上 の固有同値関係で商空間4侭 が

絆
解析空間になるものとする。このとき,Rの X上 への

単純接続Fに 対しXIRが 解析空間になるかという問題

tible。次に,定 理 1(3)を用いてH.Kernerの 定理(Math.

Ann。199(1972))の拡張を扱う。すなわち,為 (ル=1,2)

を連結複素多様体, 4ルをる のCOntractiЫe,retractible

解析的集合とし,R″ を 4々上の固有同値関係で ■ヵノR″

が解析空間であり,dim α R″(α)>0(ア α∈4ヵ)で あると

する。このとき次が得られる.定 理 2.fmd γl≧dim 42

+2の とき,:Xl′Rl笙 X2ノR       L

なら右の2図は同型である。 為  丁 旦写 為′R″

器鯵勉:宝■)焦々
ている。

39。尾野 功 (東教育大理),吉 永悦男 (東教育大理)

解析空間上の同値関係の接続について

われわれは次の問題を考える:ス を (被約)解 析空間

X内 の疎な解析的部分集合,Rを (X-4)′Rが 解析空

間となるような X-4上 の同値関係とするとき, 1)反

が X上 の同値関係になり,2)XFが 解析空間になるた

めの十分条件を求めること,た だし同値関係 Rを {(χ,

y)∈(X―■)×(X―■);Jり 〕と同一視し,Rの X× X

での閉包を Rと する。反 は一般には推移律を満たさな

い。π:R→ ィ を第一成分への標準的射影とする。この

とき次の定理が成立する。定理.Xを 正規純次元解析

空間,Rを X-4上 の開固有同値関係, 2 dim五≦dim

R,任 意の Z∈灰 に対して dimzπ「lπ(2)=定数とするな

らば,1)Rヤ まX上 の同値関係である.2)XIRは 解析

空間である。ただし,Rが 開 (resp.固有)であるとはπ:

R→ X-4が 開 (resp.固有)写像であることをいう。証

明には Ro Remmert―Ko Steinの接続定理と B.Kaupの

定理を用いる|     ‐

40。尾野 功 (東教育大理),渡 辺公夫 (東教育大理)

Negative line bundles over Riemann surfaces.

GrauOrtによりnagative line bundたの零断面は excep―

donalでぁることが知られている。Xを ∞mpactな Rie―

mann面 とし, X上 に有理型関数工 gが ぁって,条 件

(i)工 gは それぞれ Xの 1点 ″のみで 夕,9位 の極

を有し,夕,cは 互いに素 (ii)/′+gg+1豊 ∝■澤臼封襄

数は<匹 ヨ郭摯J助 2を 満たすとする。因子″に同伴す

る line bundle″の双対ルグ*は negativeでぁるので,

t  i r  ( i i  )  -L i i )



その零断面はexceptiOIlalとなる。b10Wing downにより

構成される解析空間が {(″,y,Z)∈σ
31″′+yg+Zpoα=0}

として表現されることを示す。 また,(″
-1)次 元複素

射影空間の超平面に同伴するline bundbをFと すると;

その双対 F*は negativeであり,(F*)Orも negativeで

ある。従ってexceptionalとなる。その零断面をb10Wing

dOWnす ることにより得られる解析空間が C'ノ～ となる

ことを (F*)Orを大域的に表現することにより示す。但

し (Zl,…,Zπ)～(ωl,…,ω2)と は ω
ア=1と なるωが存

在して (Zl,…・,Zπ)=(a囲1,
。̈,C%)と なることとする。

演講別特

斎藤恭司 (東大教養)単 純楕円特異点

ノ=(/・,…,ル):(σπ,0)→(σた,0)を 正則写像の芽で,

次の2条件を満すとします:

i)ノ は flat(1.e。開写像),il)ノ
~1(0)は
原点のみを

特異点とする解析集合.

将来の目標は,こ の様なノを調べ尽し,分類すること

です。

まずノに付随する位相的な量として,次 の様なものが

あります。σπ,σたの原点の近傍 XSを 適当に取ると,

Sの ある余次元 1の解析集合Dが 存在して,ノ:X― ノ
~1

(D)→S一Dは differnthbleなiber―bdl.で,そのgeneral

iberノ~1(p),p∈ s一Dは π=″一ル次元の球の花束と

ホモトープなので, そ の球の個数を μ(ノ)と すると,

Hズ ノ
~1(p),Z)生 か 上定義された interSection form,基

本群 πl(S一D,ク)の 〃Kノ
~1(p),Z)へ

の作用である

モノドロミーおよびその像であるモノドロミー群,さ ら

にノの V∝訟l defommtionのモノドロミー群 (=tOtalモ

ノドロミー群)等 が,ノ の不変量として定まります。

これ等の量の間には PiCard―Lefschetzの公式,ほ かい

ろいろ関係が知られており,そ の計算法も現在開発され

つつあります。

さて,こ こで■berの次元 ″=″―ルを2に限って (偶

数次元のときでもよい)次 の問題を考えます。

問 1.intersdion formが (negative)deflniteになるの

はいつか ? 問 2.total monodromy群 が有限となるの

はいつか ?

すると,M.Artinに より導入された有理2重点は上記

二性質を有することがE.Brieskomにより計算されまし

,′t:ュ.

ところが実は,有 理 2重点の deformationが上の間の

解のすべてを尽していることが,以 下に述べる単純楕円

特異点を用いることにより分ります。

まず以下の式で与えられる4種の写像を考えます。

う4:/1=χ12+κ22+″32+χ42,/2=χ22+αχ32+b″423Ё6:

/=χ 12″3+χ23+αχ2χ32キゎ″33;Ё7:ノ=χ14+αχ■
2″22+均4

+″32;Ё8:/=κ■3+αl″1″24+ゎ″26+κ32.

容易に分る様に,こ れ等の写像の ■berの 原点に於け

る特異点の minimal resolutionの例外曲線は非特異楕円

曲線でそのSelf―intersection数はそれぞれ
-4,-3,-2,

-1と なります。

一方,有 理 2重点■ ,々D ,々E6,E7,E8,お よび上記の単

純楕円特異点 う4,Ё6,Ё7,Ё8の非特異 flberの intersec―

tiOn型式は,そ れぞれ対応するLie環論おける2次型式

(Cartan_Killing form)となることがたしかめられ,特 に

有理2重点に対する2次型式は denniteで total mono―

drOmy群 は Weyle群 と同型となり(BrieSkOm),単 純楕

円特異点に対する2次型式は Semi―deinteで ありtOtal

monodromy群 は無限群となることが分ります.

一方,次 の事実も初等的に示せます。命題.i)(ノ
~1,

0)の 埋め込み余次元が 1に等しければ (ノ
~1,0)は
有理

2重点となるか,ま たはある Eo,Ё 7,Ё8の特殊化とな

る;ii)(ノ
~1,0)の
埋め込み余次元が2以上ならば (ノ

~1,

0)|ま )の 特殊化となる。

このことと先の事実を合せて,先 に見た間の完全な解

答を得ます。

さらに上記命題は次の応用をもっています。応用.π

=2と するとき,そ の非特異 flberの intersection form

が スた,ル≧ 1,ま たは うた,ル≧5 と なるノは存在しな

ヽヽ。

この事実は,一 見奇異な感を与えますが,小平先生の

elliptic surfaceの研究に於ても,二た,ル≧1,うヵ,ル≧5

とう4,Ё6,Ё7,Ё8は別の性格をもつものとしてあつかわ

れており,そ の根拠を群論的に解明することが望まれま

・

J 卜
.

第17回函数論シンポジウムを来る

参加歓迎.

7月 11～13日の期間内に琉球大学のお世話で那覇市において開催の予定.

東 京
K. K。小薬印刷所








